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【提出日】平成22年7月2日(2010.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　請求項２に記載の潤滑油組成物において、
　組成物全量基準で、前記ポリブテニルコハク酸イミド化合物のホウ素誘導体をホウ素換
算量で０．０１質量％以上配合することを特徴とする潤滑油組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　前記した課題を解決すべく、本発明は、以下に示す潤滑油組成物を提供するものである
。
（１）天然油脂、天然油脂の水素化処理物、天然油脂のエステル交換物、および天然油脂
のエステル交換物の水素化処理物の中から選ばれた少なくとも１種を含む燃料を用いた内
燃機関で使用される潤滑油組成物であって、潤滑油基油として、１００℃動粘度が３～８
ｍｍ２／ｓであるポリオールエステルおよび／または１００℃動粘度が３～８ｍｍ２／ｓ
である多塩基酸エステルを、潤滑油組成物全量基準で５～３０質量％配合することを特徴
とする潤滑油組成物。
（２）（１）に記載の潤滑油組成物において、数平均分子量５００～３５００のポリブテ
ニル基を有し、ホウ素（Ｂ）と窒素（Ｎ）の質量比（Ｂ／Ｎ）が０．５以上であるポリブ
テニルコハク酸イミド化合物のホウ素誘導体と、アルカリ土類金属系清浄剤とを配合する
ことを特徴とする潤滑油組成物。
（３）（１）または（２）に記載の潤滑油組成物において、硫酸灰分が１．１質量％以下
であることを特徴とする潤滑油組成物。
（４）（１）～（３）のいずれかに記載の潤滑油組成物において、フェノール系酸化防止
剤および／またはアミン系酸化防止剤を、組成物全量基準で０．３質量％以上配合するこ
とを特徴とする潤滑油組成物。
（５）（２）に記載の潤滑油組成物において、組成物全量基準で、前記ポリブテニルコハ
ク酸イミド化合物のホウ素誘導体をホウ素換算量で０．０１質量％以上配合することを特
徴とする潤滑油組成物。
（６）（１）～（５）のいずれかに記載の潤滑油組成物において、硫黄含有量が組成物全
量基準で０．５質量％以下であることを特徴とする潤滑油組成物。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　各潤滑油組成物の性状測定およびホットチューブ試験については、以下のようにして行
った。
（カルシウム含有量）
　ＪＰＩ－５Ｓ－３８－９２に準拠して測定した。
（ホウ素含有量）
　ＪＰＩ－５Ｓ－３８－９２に準拠して測定した。
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（窒素含有量）
　ＪＩＳ　Ｋ２６０９に準拠して測定した。
（リン含有量）
　ＪＰＩ－５Ｓ－３８－９２に準拠して測定した。
（硫黄含有量）
　ＪＩＳ　Ｋ２５４１に準拠して測定した。
（硫酸灰分）
　ＪＩＳ　Ｋ２２７２に準拠して測定した。
（Ｎｏａｃｋ）
　ＪＰＩ－５Ｓ－４１－９３に準拠して測定した。
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